
取材日：令和 3年 8月 25日 

熱中症対策 事例集 

業種：建設業（解体工事業・土木工事業） 

 

本社所在地：埼玉県さいたま市中央区 

取材地：埼玉県さいたま市北区 

従業員数：10～29名 

概要：土木工事、解体工事、造成工事等 

特に配慮している事項 

土木工事・解体工事（一般住宅・ビルなどの各種構造物の解体）・造成工事を中心に事業

を行っています。資格を有し高い技術を持つ社員を育成するとともに、それぞれの健康管

理にも積極的に取り組み、作業場所に適した熱中症対策を実施し、確実な効果を挙げてい

ます。 

基本的な取り組み事項 

⚫ 作業内容に適した熱中症対策の積み重ねで確実な効果を発揮。 

➢ 無防備な屋外作業が行われないよう、日陰を作るための遮光シート、ミスト扇風機を

設置している。 

➢ 解体工事は屋根のない屋外作業がほとんどであるため、解

体作業用の重機は運転席にクーラーがついているものを採

用している。 

➢ 屋内の休憩場所では、クーラーを稼働させ、良好な環境を

整備している。冷凍冷蔵庫を設置し、飲料等の冷却を行っ

ている。 

➢ 屋外に飲料自動販売機を設置している。 

1.熱中症予防対策 

(1)作業環境管理 

①WBGT値の低減等 

⚫ ミスト扇風機を導入している。 

②休憩場所の整備等 

⚫ 休憩場所に冷蔵庫、クーラーを設置している。 

⚫ 屋内の休憩場所には空調を整備し、屋外のベンチには遮光シートをかけている。 

クーラーがついている重機を採用 



⚫ 屋外に飲料自動販売機を設置している。 

(2)作業管理 

①作業時間の短縮等 

⚫ 管理者が作業員に対して、こまめに休憩をとるよう指導している。 

②水分及び塩分の摂取 

⚫ 休憩場所に冷蔵庫、冷水、経口補水液、アイスキャンディー、塩飴・塩タブレットを

用意している。 

 

③服装等 

⚫ ファン付き作業服など涼しい服装を推奨している。 

④作業中の巡視 

⚫ 管理者が作業員の顔色等を確認しながら巡視し、こまめに休憩をとるよう指導してい

る。 

(3)健康管理 

①日常の健康管理等 

⚫ 毎日、朝の挨拶や朝礼で健康状態を確認している。 

⚫ “慣れ”による熱中症の兆候の見逃しを防ぐために、

チェック表を導入し、朝の挨拶、朝礼・昼礼時に体

調を確認している。 

⚫ 屋外作業が多いので、職長は作業場所全体において

熱中症のリスクが高い事を理解し、巡視の際には声

掛けを行い、健康状態の確認を行っている。 

(4)労働衛生教育 

⚫ 熱中症予防の為に労働安全教育を実施している。 

塩タブレット等の設置 

冷房の効いた休憩場所、冷蔵庫 日よけの設置 屋外にミスト扇風機の設置 屋外に飲料自動販売機の設置 

＜健康チェック表の詳細＞ 
・日付、曜日、体温（朝）、体調 

アイスキャンディー 



⚫ 作業現場には、熱中症の注意喚起の垂れ幕を設置している。 

(5)救急処置 

⚫ 特に顔色が悪い、発熱がある、などの場合は直ちにヒアリングを実施する。 

⚫ 具合が悪そうならすぐに救急車を呼ぶ。 

⚫ 熱中症対策応急セットを常備している。 

(6)管理体制の整備 

⚫ 小さな現場なので現場で働く者同士の挨拶、交流を心掛けている。 

「熱中症を防ごう！」 注意喚起の垂れ幕 


